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要旨 : 

昭和 58 年 4 月に当社水島製鉄所で稼動した多目的制御冷却設備 MACS(Multi-purpose 

Accelerated Cooling System)を用い，AH，DH および EH 級の制御冷却型船体構造用 YP 

36 kgf/mm2 級鋼を製造し，その材質特性を調査した。MACS 材は，従来製法に対し炭素当

量を 0.05～0.09％低減できるため，溶接低温割れ感受性や大入熱溶接継手部じん性および

線状加熱後のじん性において従来材(非水冷型)より優れ，また母材強度，破壊じん性，大入

熱溶接継手強度および疲労強度でも従来材と同等以上であることが確認できた。これら制

御冷却型高張力鋼の優れた特徴を活用することにより，今後船体構造用鋼板の一層の高張

力化がはかられるものと期待できる。 

  

Synopsis : 




















